
河原津干拓地

西
条
市
は
市
域
の
約
７
割

が
山
間
部
で
あ
り
、
未
利

用
の
バ
イ
オ
マ
ス
で
あ
る
間
伐
材

を
含
め
た
林
地
残
材
な
ど
が
豊
富

に
存
在
す
る
が
、
本
市
に
お
け
る

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
先

進
地
で
あ
る
岡
山
県
真
庭

市
で
は
、
木
材
の
集
積
地
で
あ
る

利
点
を
生
か
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
を
核
と
し
た
市
内
循
環

の
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
る
。

　

一
方
、
本
市
で
は
、
生
産
さ
れ

た
木
材
チ
ッ
プ
は
、
県
外
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
や
市
外
の
製

紙
工
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
大
規
模
な
バ
イ
オ
マ
ス

河
原
津
干
拓
地
に
つ
い
て
、

現
在
の
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
地
元
自
治
会
か
ら
要
望

書
が
提
出
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
河

原
津
干
拓
地
の
有
効
活
用
に
向
け

公
益
財
団
法
人
佐
伯
記
念

育
英
会
の
設
立
の
経
緯
や

目
的
、
具
体
的
な
事
業
内
容
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

ま
た
、
市
は
、
こ
の
法
人
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
監
査
や
調
査
を

行
っ
て
き
た
の
か
。

発
電
所
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、

送
電
線
の
容
量
制
限
な
ど
か
ら
も

難
し
く
、
真
庭
市
の
よ
う
な
市
内

循
環
の
利
活
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
と
し
て
は
、

木
材
チ
ッ
プ
の
供
給
地
と
し
て
、

関
係
事
業
者
の
施
設
整
備
な
ど
を

支
援
し
、
森
林
資
源
の
利
活
用
と

健
全
な
循
環
再
生
を
促
す
こ
と
に

よ
り
保
水
力
の
あ
る
土
砂
災
害
に

強
い
山
林
を
育
み
、
環
境
に
優
し

く
災
害
に
強
い
地
域
の
構
築
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
。

た
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

河
原
津
干
拓
地
は
、
国
営

燧
灘
干
拓
事
業
に
よ
り
、

昭
和
35
年
に
楠
河
東
地
区
、
昭
和

43
年
に
楠
河
西
地
区
の
干
拓
地
が

完
成
し
、
現
在
、
楠
河
西
地
区
の

農
地
は
、
農
事
組
合
法
人
た
い
よ

う
農
園
、
有
限
会
社
宇
佐
美
牧
場
、

有
限
会
社
河
原
津
農
園
、
農
林
水

産
省
の
４
者
が
所
有
し
て
い
る
。

　

農
地
の
活
用
方
法
は
、
本
来
、

土
地
所
有
者
が
考
え
る
こ
と
で
あ

る
た
め
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
な

い
有
限
会
社
河
原
津
農
園
の
農
地

を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
に
つ

い
て
は
、
地
元
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

話
し
合
い
を
行
い
、
合
意
形
成
を

図
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

農
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

地
域
の
意
向
が
ま
と
ま
り
、
営
農

の
た
め
に
援
助
が
必
要
な
際
は
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
益
財
団
法
人
佐
伯
記
念

育
英
会
は
、
旧
丹
原
町
出

身
で
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
取

締
役
社
長
を
務
め
ら
れ
た
佐
伯　

勇
氏
の
ご
意
思
に
よ
り
、
心
身
健

全
、
学
力
優
秀
で
あ
り
な
が
ら
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な

学
生
・
生
徒
に
対
し
て
奨
学
援
助

を
行
い
、
将
来
に
貢
献
す
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
昭
和
56
年
1

月
に
財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、

平
成
25
年
4
月
に
公
益
財
団
法
人

に
認
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
事

業
内
容
は
、
佐
伯　

勇
氏
か
ら
寄

附
さ
れ
た
2
億
5
千
万
円
を
原
資

と
し
、
そ
の
運
用
益
に
よ
り
、
毎

年
の
奨
学
金
給
付
や
奨
学
生
へ
の

図
書
贈
呈
、
機
関
紙
の
発
行
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
奨
学
金
に
つ
い

て
は
、丹
原
地
域
出
身
の
高
校
生
・

大
学
生
に
、
返
済
の
必
要
の
な
い

給
付
型
奨
学
金
と
し
て
、
高
校
生

に
は
月
額
1
万
5
千
円
、
大
学
生

に
は
月
額
4
万
円
の
給
付
を
行
っ

て
い
る
。

　

同
法
人
の
運
営
に
関
し
て
は
、

監
査
な
ど
の
市
の
権
限
は
及
ば
な

い
が
、
毎
年
、
主
務
官
庁
で
あ
る

愛
媛
県
教
育
委
員
会
の
指
導
・
監

督
を
受
け
て
お
り
、
公
益
認
定
基

準
を
満
た
す
適
正
な
運
営
が
な
さ

れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
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答

答

答

豊
富
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

         

利
活
用
の
考
え
は
？

有
効
活
用
の
支
援
策
は
？

　
　
　
　

  

河
原
津
干
拓
地

具
体
的
な
事
業
内
容
は
？

　
　
　

  

佐
伯
記
念
育
英
会

坪
　
井
　
　
　
剛 

議
員

今
　
井
　
廣
　
一 
議
員

黒
　
川
　
理
惠
子 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

指
定
金
融
機
関
の
輪
番
制

に
つ
い
て

２　

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
に
つ
い
て

（
一
般
質
問
）

１　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
現
状

に
つ
い
て

２　

河
原
津
干
拓
地
に
つ
い
て

（
議
案
質
疑
）

１　

公
益
財
団
法
人
佐
伯
記
念

育
英
会
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
（
一
般
質
問
）

１　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

の
普
及
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て

２　

西
条
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
に
つ
い
て


